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『
刻
む
会
』
の
源
は
、
一
九
八
〇
年
に
当

時
在
日
大
韓
基
督
教
小
倉
教
会
の
故
崔
昌
華

（
チ
オ
エ
・
チ
ャ
ン
ホ
ア
）
牧
師
が
外
国
人

登
録
法
の
指
紋
押
捺
を
拒
否
さ
れ
た
こ
と
に

始
ま
る
。
あ
れ
か
ら
三
〇
余
年
、
今
、『
長
生

炭
鉱
水
没
事
故
犠
牲
者
追
悼
碑
』（
強
制
連
行 

韓
国
・
朝
鮮
人
犠
牲
者
と
日
本
人
犠
牲
者
の

ピ
ー
ヤ
を
模
し
た
二
本
の
碑
）
が
建
つ
。
感

無
量
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
日
本
人
の
戦
争
責
任
を
感
じ
る

多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
、
こ
の
運
動
が
支
え

ら
れ
て
き
た
こ
と
を
痛
感
す
る
。
と
り
わ
け
、

事
務
局
の
場
所
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
と
共

に
そ
の
責
任
を
担
っ
て
く
だ
さ
っ
た
宇
部
緑

橋
教
会
と
歴
代
の
牧
師
達
の
協
力
が
な
か
っ

た
ら
、
今
日
の
喜
び
の
日
を
迎
え
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

勿
論
、
我
々
は
日
本
人
犠
牲
者
の
事
を
忘

れ
て
は
い
な
い
。
当
時
長
生
炭
鉱
で
働
い
て

い
た
人
達
の
中
に
は
官
憲
に
追
わ
れ
て
身
を

隠
し
て
い
た
人
や
沖
縄
の
人
も
い
た
と
思
わ

れ
る
。
故
に
、
二
本
の
『
碑
』
を
建
て
る
意

味
は
大
き
い
。 

過
日
、
広
島
県
三
次
市
の
奥
に
あ
る
中
国

地
方
最
大
と
い
わ
れ
る
『
高
暮
（
こ
う
ぼ
）

ダ
ム
』
に
行
っ
た
。
こ
の
ダ
ム
建
設
計
画
は

第
一
次
世
界
大
戦
前
後
か
ら
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
年
）
三
月
着

工
、
工
事
は
戦
中
・
戦
後
と
続
き
、
一
九
四

九
年
（
昭
和
二
四
年
）
一
二
月
に
竣
工
し
た
。

こ
の
工
事
に
は
二
千
人
と
も
四
千
人
と
も
い

わ
れ
る
朝
鮮
半
島
か
ら
来
た
人
々
が
働
き
、

七
～
八
十
人
の
犠
牲
者
が
出
た
と
い
う
が
、

そ
の
実
態
は
未
だ
に
不
明
で
あ
る
。
現
地
に

は
、
ダ
ム
の
施
工
者
（
現
在
の
中
国
電
力
）

が
建
立
し
た
『
慰
霊
碑
』
が
あ
る
が
、
そ
こ

に
は
朝
鮮
人
の
苦
し
み
も
ま
た
犠
牲
者
の
氏

名
も
全
く
刻
ま
れ
て
い
な
い
。 

日
本
に
は
侵
略
戦
争
の
歴
史
が
あ
る
。
無

論
他
の
先
進
国
に
も
あ
る
が
、
日
本
は
、
ア

ジ
ア
特
に
中
国
や
朝
鮮
半
島
の
人
々
と
共
存

共
栄
し
て
い
か
な
け
れ
ば
日
本
の
『
将
来
』

は
な
い
。 

『
碑
』
が
完
成
し
て

も
、
日
韓
・
日
朝
友
好

を
追
い
求
め
て
い
き

た
い
と
思
う
。 
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「
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
に
関
す
る
韓
国
真
相
調

査
報
告
書
」
（
日
本
語
翻
訳
）
を
読
ん
で 

「
죠
세
이
탄
광 

수
몰
사
고 

진
상
조
사 

보
고
서
」 

長
生
炭
鉱
の
〝
水
非
常
〟
を
歴
史
に
刻
む
会 

 

■ 

内
岡
貞
雄 

 

１
．
は
じ
め
に 

 

二
〇
〇
九
年
七
月
、
韓
国
遺
族
会
の
金
亨
洙
（
キ

ム
・
ヒ
ョ
ン
ス
）
会
長
と
楊
玄
（
ヤ
ン
・
ヒ
ュ
ン
）

副
会
長
そ
し
て
通
訳
の
堤
美
貴
さ
ん
の
三
人
が
宇 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

部
市
の
床
波
海
岸
の
追
悼
碑
建
立
予
定
地
を
視
察

に
来
ら
れ
、
そ
の
時
に
日
帝
強
占
下
強
制
動
員
被

害
真
相
糾
明
委
員
会
に
よ
る
「
長
生
炭
鉱
水
没
事

故
に
関
す
る
報
告
書
」
の
結
論
部
分
（
日
本
語
訳
）

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
貴
重
な
示
唆
に

富
む
内
容
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
、
改
め
て
真
相

糾
明
委
員
会
に
関
す
る
記
事
を
読
み
直
し
ま
し
た

（
「
刻
む
会
た
よ
り
Ｎ
ｏ
・
三
〇
」
）
。
韓
国
政
府
下

の
「
真
相
糾
明
委
員
会
」(

以
下
、
委
員
会)

は
、

二
〇
〇
四
年
三
月
に
国
内
法
と
し
て
制
定
さ
れ
た

時
限
立
法
（
「
真
相
糾
明
法
」
）
に
基
づ
い
て
、
日

帝
時
代
の
強
制
動
員
被
害
真
相
を
糾
明
し
「
歴
史

の
真
実
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
立
ち

上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

長
生
炭
鉱
の
〝
水
非
常
〟
で
犠
牲
に
な
っ
た
朝

鮮
人
労
働
者
で
、
身
元
確
認
さ
れ
た
一
三
五
名
中

七
二
名
の
遺
族
が
「
委
員
会
」
に
被
害
申
告
を
行

な
い
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
の
中
で
長
生
炭
鉱
元

労
働
者
四
名
の
生
存
者
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

「
報
告
書
」
で
証
言
す
る
金
景
鳳
（
キ
ム
・
ギ
ョ

ン
ボ
ン
）
さ
ん
と
薜
道
述
（
ソ
ル
・
ド
ス
ル
）
さ

ん
の
二
人
は
、「
刻
む
会
」
主
催
の
六
五
周
年
追
悼

式
（
二
〇
〇
七
年
二
月
）
に
来
宇
さ
れ
、
私
た
ち

に
「
貴
重
な
証
言
」
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

「
委
員
会
」
に
よ
る
長
生
炭
鉱
の
報
告
書
は
ハ

ン
グ
ル
版
で
二
〇
〇
七
年
八
月
に
発
行
さ
れ
ま
し

た
が
、
日
本
語
翻
訳
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
許

光
茂
「
ホ
・
グ
ァ
ン
ム
」
氏
を
中
心
の
調
査
専
門

委
員
）
。
五
年
後
の
本
年
四
月
に
「
対
日
抗
争
期
強

制
動
員
被
害
調
査
報
告
書
」
日
本
語
翻
訳
委
員
会

（
以
下
、
「
翻
訳
委
員
会
」
）
が
東
京
で
立
ち
上
げ

ら
れ
、
全
国
三
一
カ
所
の
強
制
動
員
報
告
書
と
一

五
地
域
の
証
言
集
が
日
本
語
翻
訳
さ
れ
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
完
成
は
来
年
あ
た
り
に
な
り
そ
う

で
す
が
、
日
本
語
版
の
発
行
は
「
強
制
動
員
被
害
」

に
関
す
る
諸
問
題
を
必
ず
前
進
さ
せ
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
長
生
炭
鉱
の
水
没
事
故
の
報
告
書
も
そ

の
対
象
に
な
り
、
私
の
知
人
の
お
父
さ
ん
に
大
部

分
の
翻
訳
を
お
願
い
し
ま
し
た
（
前
半
の
一
部
は

「
刻
む
会
」
の
大
和
裕
美
子
さ
ん
が
、
結
論
部
分

は
洪
川
在
住
の
堤
美
貴
さ
ん
が
翻
訳
）
。
今
年
の
八

月
に
草
稿
が
出
来
上
が
り
、
ご
一
緒
に
校
正
作
業

を
手
伝
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
韓
国
政
府
事

業
の
一
環
だ
け
あ
っ
て
、「
報
告
書
」
の
内
容
は
現

存
す
る
資
料
収
集
や
現
地
調
査
か
ら
の
も
の
、
あ

る
い
は
関
係
者
の
詳
細
な
聞
き
取
り
に
基
づ
い
て

構
成
さ
れ
て
お
り
、
今
回
初
め
て
知
っ
た
事
も
あ

り
ま
し
た
。「
報
告
書
」
を
読
ん
で
感
じ
た
事
柄
を

述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

２
．
先
達
研
究
者 

 

長
生
炭
鉱
の
水
没
事
故
に
関
す
る
書
籍
は
き
わ

め
て
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
炭
鉱
写
真
集
」
（
戦
前

「委員会」申榮淑課長と山口代表、沖のピーヤを調査 
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篇
二
〇
〇
八
年 

宇
部
市
発
行
）
や
「
宇
部
市
史
」

（
通
史
編 

下
巻 

一
九
九
三
年
）
な
ど
は
概
要
的

な
内
容
で
す
し
、
郷
土
関
係
の
研
究
書
物
は
「
刻

む
会
」
代
表
山
口
武
信
さ
ん
や
布
引
宏
さ
ん
の
労

作
が
何
本
か
見
ら
れ
ま
す
。
東
京
で
発
行
さ
れ
た

長
生
炭
鉱
水
没
事
故
関
係
の
論
文
は
長
澤
秀
さ
ん

（
朝
鮮
史
研
究
者
）
と
梶
村
秀
樹
さ
ん
（
神
奈
川

大
学
教
授
）
の
も
の
し
か
見
当
た
り
ま
せ
ん
。 

 

一
九
七
六
年
、
山
口
武
信
「
刻
む
会
」
代
表
が

「
宇
部
地
方
史
研
究
」
に
論
文
を
発
表
し
長
生
炭

鉱
に
関
す
る
研
究
の
先
陣
を
切
り
ま
し
た
。
続
い

て
一
九
八
二
年
に
梶
村
秀
樹
さ
ん
（
一
九
三
五
～

一
九
八
九
）
が
、
水
没
事
故
現
場
か
ら
奇
跡
的
に

生
還
し
た
李
鍾
天
（
イ
・
ジ
ョ
ン
チ
ョ
ン
、
当
時

静
岡
市
在
住
）
さ
ん
か
ら
丁
寧
な
聞
き
書
き
を
し

て
い
ま
す
。
梶
村
さ
ん
は
東
京
大
学
（
東
洋
史
学

科
）
で
朝
鮮
史
を
専
攻
・
研
究
さ
れ
、
国
内
朝
鮮

史
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
た
方
で
し
た
。

梶
村
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
は
単
に
朝
鮮
史

研
究
者
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
常
に
朝
鮮
人
の
側

に
立
ち
彼
ら
の
人
権
問
題
を
提
起
し
続
け
た
彼
の

立
ち
位
置
で
す
。
梶
村
さ
ん
は
「
海
が
ほ
げ
た
！
」

記
録
集
（
梶
村
秀
樹
著
作
集
第
六
巻
「
在
日
朝
鮮

人
論
」
明
石
書
店 

一
九
九
三
年
Ｐ
一
〇
八
～
Ｐ

一
二
六
）
の
最
後
の
部
分
で
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
李
鍾
天
氏
は
波
乱
の
生
涯
の
す
え
に
、
慶
尚
北

道
の
故
郷
に
錦
を
か
ざ
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
酷

使
ゆ
え
に
早
く
痛
ん
だ
身
体
以
外
に
何
が
残
っ
た

わ
け
で
も
な
い
。
回
想
の
『
一
つ
一
つ
の
ひ
だ
ご

と
に
刻
み
こ
ま
れ
て
い
る
李
鍾
天
氏
の
想
い
』
を
、

私
た
ち
は
正
確
に
受
け
と
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
。
ま
た
、
梶
村
さ
ん
が
李
鍾
天
氏
の
証
言
か
ら

特
に
注
目
し
た
の
は
、
長
生
炭
鉱
の
坑
内
夫
は
監

督
を
除
い
て
全
部
朝
鮮
人
だ
っ
た
と
し
て
い
る
点

で
す
。「
朝
鮮
人
労
働
者
の
比
率
を
三
〇
％
以
内
に

と
ど
め
る
と
い
う
の
が
官
憲
側
の
方
針
だ
っ
た
と

い
わ
れ
る
が
、
も
し
李
氏
の
証
言
の
と
お
り
な
ら
、

監
督
・
取
締
り
・
坑
外
夫
・
事
務
員
を
加
味
し
て

考
え
て
も
、
恐
ら
く
朝
鮮
人
が
過
半
数
を
占
め
、

そ
の
方
針
に
反
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
李
氏
と

接
触
の
な
い
別
の
坑
内
現
場
に
は
日
本
人
も
い
た

と
い
う
可
能
性
も
な
く
は
な
い
が
、
と
り
わ
け
危

険
な
炭
坑
で
あ
っ
た
た
め
日
本
人
坑
内
夫
の
な
り

手
が
な
く
て
、
実
際
に
李
氏
の
い
う
と
お
り
の
実

情
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
充
分
考
え
ら
れ

る
と
思
う
」
。 

ま
た
「
報
告
書
」
は
、
福
岡
鉱
山
監
督
署
が
長

生
炭
鉱
の
坑
夫
の
安
全
性
無
視
と
無
謀
な
採
炭
作

業
を
見
抜
け
な
か
っ
た
、
い
や
見
抜
く
努
力
を
怠

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

当
時
、
戦
争
遂
行
の
国
策
に
従
っ
て
、
採
炭
作
業

が
何
よ
り
も
大
事
と
い
う
こ
と
に
胡
坐
（
あ
ぐ
ら
）

を
か
き
、
安
全
の
た
め
の
業
務
を
怠
っ
て
い
た
と

し
か
考
え
ら
れ
な
い
と
「
報
告
書
」
は
結
論
づ
け

て
い
ま
す
。 

 

３
．
「
報
告
書
」
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と 

「
報
告
書
」
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
事
柄
を
列
挙

し
ま
す
。 

①
岸
の
ピ
ー
ヤ
と
沖
の
ピ
ー
ヤ
の
間
隔
は
一
九
五

ｍ
で
あ
る
。 

②
長
生
炭
鉱
は
事
故
の
あ
っ
た
本
坑
に
重
点
が
置

か
れ
、
事
故
後
は
宇
部
炭
田
の
上
位
ラ
ン
ク
か

ら
消
え
た
。 

③
長
生
炭
鉱
は
一
九
三
九
年
度
か
ら
一
九
四
一
年

度
ま
で
の
朝
鮮
人
動
員
承
認
数
・
雇
用
数
で
ダ

ン
ト
ツ
の
人
数
を
示
す
。
こ
れ
は
一
九
三
九
年

以
前
か
ら
朝
鮮
人
労
働
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が

背
景
に
あ
る
。 

④
坑
内
の
坑
道
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
Ｖ
字
型
で
、

最
も
低
い
部
分
に
ポ
ン
プ
室
（
五
〇
馬
力
、
一

五
〇
馬
力
）
が
あ
り
、
二
四
時
間
稼
働
し
た
。 

⑤
採
炭
夫
（
二
交
代
）
の
一
番
方
は
（
午
前
六
時

～
午
後
四
時
な
い
し
午
後
五
時
）
で
、
二
番
方

は
（
午
後
六
時
～
午
前
四
時
な
い
し
午
前
五
時
）

ま
で
拘
束
さ
れ
た
。（
朝
鮮
人
労
働
者
は
一
番
方

が
多
い
） 

⑥
長
生
炭
鉱
（
福
岡
鉱
山
監
督
署
通
達
）
は
二
つ

の
事
項
を
違
反
→
●
払
掘
禁
止
事
項
→
●
長
生

炭
鉱
は
海
底
第
四
紀
層
が
七
ｍ
な
の
で
、
第
三

紀
層
の
厚
さ
が
三
七
ｍ
は
採
掘
禁
止
。（
第
三
紀
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層
は
四
〇
ｍ
以
上
必
要
と
規
定
） 

⑦
在
籍
謄
本
に
よ
る
公
式
の
水
没
事
故
発
生
時
刻

は
一
九
四
二
年
二
月
三
日
午
前
一
〇
時
で
あ
る
。 

⑧
水
没
事
故
犠
牲
者
は
朝
鮮
人
一
三
四
名
（
他
二

名
は
氏
名
不
詳
）
、
日
本
人
四
七
名
の
計
一
八
三

名
で
あ
る
。 

⑨
朝
鮮
人
犠
牲
者
の
七
五
％
は
慶
尚
道
（
キ
ョ
ン

サ
ン
ド
）
か
ら
で
あ
る
。
（
慶
尚
北
道
か
ら
五

〇
％
） 

 

〇
薛
道
述
（
ソ
ル
・
ド
ス
ル
）
さ
ん
の
証
言
か
ら 

（
一
九
一
八
年
生
の
慶
尚
北
道
浦
項
出
身
、
二

〇
歳
の
時
連
行
さ
れ
た
）
→
（
一
九
三
九
年
一

〇
月
）
関
釜
連
絡
船
で
下
関
到
着
後
、
小
さ
な

船
に
乗
り
換
え
長
生
炭
鉱
桟
橋
ま
で
連
れ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
生
活
の
場
と
な
っ
た
朝
鮮
寮
は

口
の
字
型
の
板
塀
で
囲
ま
れ
、
四
棟
あ
り
ま
し

た
。
一
つ
の
食
堂
で
数
百
人
が
ご
飯
を
食
べ
ら

れ
ま
し
た
。
薛
道
述
さ
ん
の
番
号
は
二
二
二
七

番
で
、
こ
の
番
号
が
函
（
炭
車
）
に
貼
ら
れ
て

採
炭
量
が
計
ら
れ
ま
し
た
。 

薛
道
述
さ
ん
の
労
務
管
理
カ
ー
ド
（
一
九
四

〇
年
か
一
九
四
一
年
の
も
の
）
に
は
、
七
月
は

二
一
日
分
、
八
月
は
二
〇
日
分
、
九
月
は
二
七

日
分
の
採
炭
量
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
味

出
炭
（
ボ
タ
を
除
い
た
重
量
）
の
一
日
平
均
は
、

七
月
が
五
・
二
ト
ン
、
八
月
は
五
・
六
ト
ン
、

九
月
は
五
・
六
ト
ン
で
、
長
生
炭
鉱
の
函
は
一

函
〇
・
五
ト
ン
積
み
な
の
で
薛
道
述
さ
ん
は
一

日
平
均
・
十
一
函
の
出
炭
を
し
て
い
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
会
社
か
ら
み
れ
ば
「
よ
く
働
く
坑

夫
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
薛

道
述
さ
ん
に
と
っ
て
は
現
金
で
労
賃
を
貰
っ
た

こ
と
も
な
く
、
も
ら
う
の
は
金
額
を
書
い
た
用

紙
だ
け
で
し
た
。
本
当
に
故
郷
の
家
に
お
金
が

送
ら
れ
て
い
た
の
か
確
か
め
る
方
法
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
手
紙
を
出
す
こ
と
で
確
認
で

き
ま
し
た
。
薛
道
述
さ
ん
は
一
番
永
く
長
生
炭

鉱
に
居
り
ま
し
た
が
、
坑
内
の
仕
事
は
「
き
つ

く
て
ね
ぇ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

水
没
事
故
当
日
、
夜
間
勤
務
を
終
え
て
寮
に

帰
り
（
午
前
七
時
頃
）
寝
よ
う
と
し
て
い
た
時
、

会
社
の
人
が
事
故
を
知
ら
せ
に
来
ま
し
た
。
本

坑
口
付
近
は
、
事
故
に
遭
っ
た
坑
夫
の
家
族
や

仲
間
、
会
社
関
係
の
人
々
や
警
察
な
ど
が
集
ま

っ
て
お
り
、
喧
噪
の
な
か
に
あ
り
ま
し
た
。
坑

口
を
塞
ご
う
と
し
た
の
は
、
遺
族
た
ち
と
会
社

職
員
・
警
察
な
ど
が
は
げ
し
く
言
い
合
い
、
何

ら
か
の
事
故
が
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
「
二
次
的
被
害
」
を
防
ぐ
た
め
の
措
置
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
そ
の
後
、
新
浦
の
第

二
坑
の
坑
内
で
働
き
ま
し
た
が
、
坑
内
は
湿
気

が
異
常
に
高
く
も
の
す
ご
く
暑
か
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。（
送
風
・
排
気
の
設
備
が
十
分

で
な
か
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
） 

 

４
．
終
わ
り
に
（
多
く
の
仲
間
と
連
帯
） 

 

今
回
の
「
報
告
書
」
は
六
〇
ペ
ー
ジ
近
い
内
容

で
、
私
た
ち
「
刻
む
会
」
に
と
っ
て
も
有
用
な
資

料
で
す
が
、「
強
制
動
員
被
害
」
の
諸
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
る
方
々
と
も
連
帯
の
き
っ
か
け
に
な
る

の
で
は
と
思
い
ま
す
。
広
島
・
長
崎
に
お
け
る
朝

鮮
人
の
原
爆
被
害
に
対
す
る
真
相
調
査
（
強
制
動

員
さ
れ
た
朝
鮮
人
労
務
者
を
中
心
に
）
、
筑
豊
の

「
麻
生
鉱
業
（
株
）
」
に
強
制
動
員
さ
れ
た
被
害
者

に
対
す
る
真
相
調
査
、
長
崎
県
崎
戸
町
（
旧
三
菱

崎
戸
炭
鉱
）
の
朝
鮮
人
死
亡
者
問
題
に
関
す
る
真

相
調
査
、
終
戦
直
後
の
壱
岐
・
対
馬
地
域
に
お
け

65 年ぶりに長生海岸に立つ朝鮮人元労働者

（右が薛
ソル

道
ド

述
スル

さん、2007 年 2 月） 
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る
帰
国
朝
鮮
人
の
海
難
事
故
及
び
犠
牲
者
の
遺
骨

問
題
に
関
す
る
真
相
調
査
等
々
、
私
た
ち
は
近
隣

地
域
で
起
こ
っ
て
い
る
事
件
を
知
り
、
学
ぶ
こ
と

も
必
要
に
な
り
ま
す
。 

「
報
告
書
」
は
、
長
生
炭
鉱
の
水
没
事
故
は
単

純
な
「
事
故
（a

c
c
id

e
n

t

）
」
で
は
な
く
、
会
社

側
の
違
法
行
為
と
行
政
機
関
（
国
・
県
・
宇
部
市

並
び
に
福
岡
鉱
山
監
督
署
）
の
安
全
性
軽
視
や
管

理
の
不
行
き
届
き
が
も
た
ら
し
た
人
災
、
つ
ま
り

「
一
つ
の
事
件
（c

a
s
e

）
」
で
あ
る
と
断
言
し
て

い
ま
す
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
、『
遺
族
の
方
々
の
声

に
謙
虚
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
』
、
追
悼
碑
建
立
後
の

運
動
を
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。 

             

 

宇
部
市
行
政
と
追
悼
碑 

小
畑
太
作  

 

長
生
炭
鉱
水
没
事
故
か
ら
七
一
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
今
こ
の
時
、
床
波
漁
港
前
に
念
願
の

土
地
を
入
手
し
て
か
ら
三
年
余
り
、
い
よ
い
よ
追

悼
碑
の
完
成
の
日
を
間
近
に
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
今
こ
の
時
。
喜
び
を
覚
え
る
と
共
に
、
し
か
し

そ
の
一
方
で
、
幾
人
も
の
犠
牲
者
遺
族
が
亡
く
な

る
程
の
時
の
経
過
を
思
う
時
に
、
わ
た
し
た
ち
の

力
不
足
に
忸
怩
（
じ
く
じ
）
た
る
思
い
を
禁
じ
得

な
い
。 

 

こ
こ
に
記
す
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
殆
ど
外
部
に

報
じ
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
、
否
、
出
来
な
か
っ

た
事
柄
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
宇
部
市
行
政
と
の
度

重
な
る
交
渉
に
つ
い
て
で
あ
る
。
報
告
す
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
の
は
、
果
た
し
て
そ
の
実
り
が

皆
無
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
な
か
っ
た
こ
と
が
そ

の
理
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
よ
い
よ
追
悼
碑
建

立
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
一
つ
の
節
目
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
宇
部
市
行
政
と
の
交
渉
の
概

略
を
記
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。 

 

土
地
の
入
手
以
降
、
い
よ
い
よ
追
悼
碑
そ
の
も

の
の
建
立
に
向
け
て
具
体
的
な
活
動
を
始
め
て
か

ら
の
宇
部
市
行
政
と
の
交
渉
は
概
ね
一
六
回
に
亘

る
。
「
概
ね
」
と
い
う
の
は
、
公
式
の
協
議
以
外

の
、
そ
の
た
め
の
事
前
協
議
や
、
協
議
に
お
け
る

行
政
の
不
誠
実
な
対
応
へ
の
抗
議
行
動
等
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
協
議
の
期
間
は
二
〇
一
〇
年
七
月

か
ら
二
〇
一
二
年
九
月
迄
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

そ
れ
以
前
の
行
政
と
の
交
渉
は
あ
る
わ
け
で
あ
り
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
言
え
ば
、
こ
こ
に
記
す
交
渉
・

協
議
と
は
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
そ
の
再
開
で
あ

る
。
再
開
し
た
理
由
は
、
追
悼
碑
へ
の
具
体
化
の

他
に
、
も
う
一
つ
の
発
端
と
な
る
出
来
事
が
あ
っ

た
。 

 

二
〇
一
〇
年
二
月1

日
、
六
八
周
年
の
追
悼
集

会
を
終
え
た
翌
日
、
慣
例
と
な
っ
て
い
た
韓
国
遺

族
に
よ
る
市
役
所
へ
の
「
表
敬
訪
問
」
が
行
わ
れ

た
。
懇
談
の
終
わ
り
に
、
犠
牲
者
を
父
に
も
つ
全

錫
虎
（
チ
ョ
ン
・
ソ
ッ
コ
）
さ
ん
が
、
協
力
の
姿

勢
を
全
く
見
せ
な
い
宇
部
市
行
政
に
憤
り
、
席
を

立
ち
上
が
る
と
、
市
長
代
理
の
健
康
福
祉
部
長
へ

と
歩
み
寄
っ
た
。
一
同
が
息
を
飲
ん
で
見
守
る
中
、

お
の
の
く
健
康
福
祉
部
長
に
全
さ
ん
は
、
し
か
し
、

右
手
を
差
し
出
し
て
握
手
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
日
本
語
で
こ
う
言
っ
た
。
「
協
力
し
て
下

さ
い
」
と
。
そ
れ
に
対
し
て
、
久
保
健
康
福
祉
部

長
は
「
宇
部
市
と
し
て
何
が
協
力
で
き
る
の
か
は
、

市
民
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
応
じ
た
。

因
み
に
、
久
保
部
長
は
そ
の
年
度
末
に
退
職
し
て

い
る
。 
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そ
の
頃
、
「
刻
む
会
」
で
は
、
最
早
、
宇
部
市

行
政
の
協
力
は
得
ら
れ
る
見
込
み
は
な
い
と
し
、

市
役
所
と
の
交
渉
は
、
ほ
ぼ
年
に
一
回
の
韓
国
遺

族
の
表
敬
訪
問
へ
の
同
行
時
の
み
と
し
て
い
た
。

そ
ん
な
中
、
全
さ
ん
が
改
め
て
表
し
た
憤
り
と
、

し
か
し
そ
の
相
手
へ
の
敬
意
は
、
「
刻
む
会
」
に

も
改
め
て
市
役
所
へ
の
交
渉
を
始
め
る
必
要
性
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

二
〇
一
〇
年
七
月
九
日
、
協
議
開
始
の
た
め
の

準
備
会
を
開
催
し
、
①
協
議
す
べ
き
「
市
民
」
に

は
「
刻
む
会
」
が
当
た
る
こ
と
、
②
年
に
一
回
の

全
体
会
を
行
い
、
そ
の
他
具
体
的
に
は
課
別
の
協

議
を
す
る
こ
と
、
③
全
体
会
の
構
成
は
、
市
役
所

側
は
総
務
管
理
課
、
広
報
広
聴
課
、
国
際
推
進
課
、

資
産
税
課
、
公
園
緑
地
課
、
文
化
財
活
用
推
進
室

で
あ
る
こ
と
、
④
市
役
所
側
の
窓
口
は
広
報
広
聴

課
が
担
当
す
る
こ
と
、
な
ど
を
決
め
た
。
そ
し
て

翌
八
月
に
第
一
回
の
協
議
会
を
開
催
し
、
そ
の
目

的
を
「
一
九
四
二
年
に
長
生
炭
鉱
で
起
き
た
水
没

事
故
（
水
非
常
）
へ
の
対
応
を
通
し
て
、
韓
国
並

び
に
朝
鮮
半
島
と
の
国
際
交
流
、
及
び
在
日
コ
リ

ア
ン
と
の
交
流
を
築
く
た
め
に
、
協
力
体
制
を
築

く
」
と
定
め
、
以
後
、
約
二
年
間
に
亘
り
一
六
回

の
協
議
を
重
ね
た
。
ま
た
、
協
議
を
効
果
的
に
進

め
る
た
め
に
、
様
々
な
準
備
書
面
を
事
前
に
提
出

も
し
た
。
協
議
事
項
は
多
岐
に
亘
っ
た
。
大
ま
か

に
記
せ
ば
「
追
悼
碑
へ
の
協
力
」「
遺
骨
の
収
集
」

「
ピ
ー
ヤ
等
の
保
存
」
「
事
故
に
関
す
る
市
民
へ

の
情
宣
や
教
育
」
で
あ
り
、
そ
の
他
、
入
手
し
た

土
地
へ
の
固
定
資
産
税
の
減
免
に
つ
い
て
や
、
事

故
に
関
す
る
資
料
提
供
に
つ
い
て
等
が
あ
る
。 

 

し
か
し
、
結
果
は
、
既
に
記
し
た
と
お
り
、
全

く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
実
り
は
な
か
っ
た
。
む
し

ろ
、
そ
こ
に
現
れ
た
職
員
の
態
度
に
は
し
ば
し
ば

憤
り
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
例

え
ば
、
調
査
や
検
討
に
つ
い
て
の
約
束
の
反
故
、

代
理
出
席
者
へ
の
伝
達
漏
れ
、
「
国
の
責
任
だ
」

「
会
社
の
責
任
だ
」
と
言
う
責
任
転
嫁
、
挙
げ
句

に
は
「
既
に
碑
が
あ
る
の
だ
か
ら
こ
れ
以
上
す
る

必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
協
議
会
自

体
を
否
定
す
る
発
言
ま
で
出
る
始
末
。
市
長
自
身

の
出
席
は
一
度
の
み
で
あ
っ
た
。
「
協
力
関
係
を

築
く
」
こ
と
を
目
的
に
し
た
協
議
会
で
あ
っ
た
は

ず
が
、
宇
部
市
行
政
に
は
も
と
よ
り
協
力
す
る
つ

も
り
が
な
い
こ
と
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
時
丁
度
、

市
制
開
始
九
〇
周
年
の
中
、
宇
部
市
が
「
炭
鉱
の

宇部市がやっと看板設置に動き出した！ 
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街
」
を
掲
げ
て
い
た
こ
と
は
、
皮
肉
以
外
の
何
も

の
で
も
な
い
。 

 

並
行
し
て
、
件
の
土
地
へ
の
追
悼
碑
建
立
計
画

を
進
め
る
中
で
、
「
刻
む
会
」
の
理
解
と
し
て
、

改
め
て
、
旧
長
生
炭
鉱
跡
地
に
は
建
立
で
き
な
い

理
由
を
よ
り
明
確
化
し
て
お
く
必
要
が
確
認
さ
れ
、

土
地
の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
法
的
に
は
旧
長

生
炭
鉱
跡
地
の
か
な
り
の
部
分
は
宇
部
市
に
帰
属

し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
協
議
が
実
り
を
得

ら
れ
な
い
中
、
そ
の
土
地
の
使
用
許
可
を
要
請
し

た
の
が
二
〇
一
二
年
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

翌
四
月
、
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
た
土
地
の
使

用
に
つ
い
て
市
役
所
か
ら
の
回
答
は
拒
否
で
あ
っ

た
。
そ
の
理
由
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
こ
の
時
、
突
如
と
し
て
、

ピ
ー
ヤ
近
く
の
防
波
堤
へ
の
説
明
板
設
置
を
行
う

と
言
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
現
地
に
は
ピ
ー
ヤ

の
こ
と
や
事
故
を
知
ら
せ
る
説
明
板
な
ど
が
一
切

な
い
中
、
「
刻
む
会
」
か
ら
は
再
三
要
望
し
て
き

た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
市
役
所
は
「
海

岸
法
」
を
盾
に
出
来
な
い
と
し
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
法
律
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
何
故
に

急
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
の
か
、
明
確
な
理
由

は
定
か
で
は
な
い
が
、
延
べ
四
〇
時
間
以
上
に
亘

る
協
議
会
の
唯
一
の
実
り
と
言
え
ば
、
こ
の
一
点

の
み
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
説
明
文
の
内

容
に
つ
い
て
は
未
だ
不
明
で
あ
る
。
「
刻
む
会
」

か
ら
は
、
既
に
文
案
を
提
出
は
し
て
い
る
。 

 

追
悼
碑
建
立
の
目
的
、
す
な
わ
ち
か
つ
て
の
戦

争
が
未
だ
に
残
す
傷
と
、
そ
れ
故
に
痛
み
続
け
て

い
る
人
々
と
の
間
に
あ
る
溝
を
埋
め
て
行
く
に
は
、

行
政
の
協
力
は
不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
。
何
故
な

ら
ば
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
戦
争
遂
行
に
市
行
政

は
間
違
い
な
く
協
力
し
た
の
で
あ
り
、
強
制
連
行

も
強
制
労
働
も
、
そ
し
て
事
前
に
事
故
の
危
険
が

言
わ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
起
き
た
水
没
事

故
も
、
ま
さ
に
そ
の
最
中
の
出
来
事
だ
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
未
だ
宇
部
市
役
所
は
、
こ
の
事
実

に
向
き
合
お
う
と
し
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
彼
ら
が
し
ば
し
ば
口
に
し
た
「
未
来
志
向
」

と
は
、
現
時
点
で
は
単
に
過
去
を
見
な
い
と
い
う

意
味
で
し
か
な
い
。 

 

間
も
な
く
着
工
す
る
追
悼
碑
は
、
稚
拙
な
言
い

訳
に
終
始
し
て
い
る
宇
部
市
行
政
と
、
引
い
て
は

日
本
国
政
府
を
、
改
め
て
白
日
の
下
に
曝
す
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
は
そ

れ
を
決
し
て
願
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
わ
た

し
た
ち
が
願
っ
て
い
る
の
は
、
い
つ
の
日
に
か
、

全
て
の
子
ど
も
達
が
、
互
い
の
歴
史
に
本
当
の
意

味
で
誇
り
を
持
っ
て
、
対
等
に
出
会
い
、
笑
い
あ

え
る
日
で
あ
る
。 

  

                             

いよいよ追悼碑建立！ 

しかし、まだ募金が足りません！ 

ご協力をよろしくおねがいします 
同封の郵便振替用紙をご利用ください。 
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海
に
沈
ん
だ
長
生
炭
鉱
を
学
ぶ 

―
「
春
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
と 

「
夏
の
学
習
会
」
報
告
― 

 

長
生
炭
鉱
の
〝
水
非
常
〟
を
歴
史
に
刻
む
会 

 

木
村
道
江 

 

【
春
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
】 

 

三
月
三
一
日
（
土
）
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
過

ぎ
に
か
け
て
、
追
悼
碑
建
立
予
定
地
→
新
浦
（
第

二
坑
の
慰
霊
碑
）
→
長
生
炭
鉱
社
宅
跡
→
旧
長
生

駅
→
殉
難
者
之
碑
→
石
炭
捲
き
揚
げ
機
跡
→
本
坑

口
→
第
三
坑
口
→
ピ
ー
ヤ
の
見
え
る
砂
浜
等
々
を

ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
春

は
時
候
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
年

初
め
て
の
実
施
で
し
た
。「
旧
長
生
駅
跡
」
が
宇
部

市
街
地
方
向
に
向
か
う
カ
ー
ブ
の
線
路
左
の
部
分

だ
け
に
停
留
所
が
あ
っ
た
と
い
う
点
と
、
従
来
の

本
坑
口
は
炭
鉱
（
ヤ
マ
）
の
神
の
祠
が
置
か
れ
て

い
た
場
所
で
、
本
坑
口
は
そ
こ
か
ら
二
〇
～
三
〇

ｍ
ほ
ど
海
岸
寄
り
に
あ
る
と
い
う
事
実
が
新
た
に

判
明
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
を
含
め
て
参
加
者
が

四
〇
名
を
超
え
た
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。 

 

【
夏
の
学
習
会
】 

 

八
月
四
日
（
土
）
に
従
来
の
夏
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
あ
た
る
「
炭
鉱
の
勉
強
と
韓
国
・
朝
鮮

文
化
を
体
験
す
る
」
学
習
会
を
、
西
岐
波
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
で
海

岸
の
ピ
ー
ヤ
に
お
参
り
す
る
と
い
う
流
れ
で
し
た
。

三
〇
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
春
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
夏
の
学
習
会
に
出
来
る
だ

け
多
く
の
小
学
生
や
中
学
生
に
参
加
し
て
も
ら
お

う
と
、
宇
部
市
で
人
権
・
同
和
教
育
に
熱
心
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
先
生
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い
た

先
生
の
い
る
学
校
を
事
前
訪
問
し
ま
し
た
。 

 

【
隣
保
館
や
小
学
校
訪
問
】 

 

毎
回
チ
ラ
シ
を
持
参
し
、
展
示
を
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
は
館
長
さ
ん
関
係
者
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
長
生
炭

鉱
の
こ
と
を
お
話
し
す
る
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

私
は
宇
部
市
の
住
民
に
な
っ
て
か
ら
二
三
年
、

地
元
の
上
宇
部
隣
保
館
に
足
を
運
び
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
等
と
地
域
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
お
話

が
出
来
た
こ
と
は
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。
さ
っ

そ
く
夜
の
人
権
学
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

○
学
校
訪
問
し
て 

 

学
校
訪
問
し
、
チ
ラ
シ
配
布
を
お
願
い
す
る
と

い
う
事
は
以
前
か
ら
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
校

長
室
に
案
内
さ
れ
て
、
校
長
先
生
と
お
話
を
す
る

か
、
玄
関
先
で
教
頭
先
生
に
チ
ラ
シ
配
布
を
お
願

い
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

今
年
の
春
か
ら
は
、
紹
介
い
た
だ
い
た
学
校
の

先
生
を
訪
問
し
、
チ
ラ
シ
の
配
布
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
理
解
を
示
し
て
く
だ
さ
る
先

生
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
あ
り
、
学
校
へ
伺
う
足

も
軽
く
、
新
た
な
出
会
い
を
楽
し
み
に
訪
問
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
地
元
の
西
岐
波
小
学
校
は

も
と
よ
り
上
宇
部
小
学
校
で
は
、
毎
年
六
年
生
全

員
が
人
権
学
習
の
一
貫
と
し
て
、
長
生
炭
鉱
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
又
あ
る
小
学
校
の
若
い
教
師
は
、
自
分
自

身
が
知
ら
な
い
の
で
現
地
を
歩
い
て
み
た
と
の
こ

と
で
し
た
。
訪
れ
る
学
校
ご
と
に
快
く
対
応
し
て

通称「炭鉱（ヤマ）の男たちの碑」の前で説明

する刻む会の内岡さん 

（山口民報社 山本晴彦さん撮影 2012.3.31） 
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く
だ
さ
り
、
あ
る
高
校
で
は
初
め
て
出
会
っ
た
先

生
で
す
が
一
時
間
余
り
も
話
し
込
ん
で
し
ま
っ
た

り
と
、
以
前
事
務
的
な
話
だ
け
に
終
わ
っ
て
い
た

訪
問
が
今
回
春
と
夏
、
二
度
の
学
校
訪
問
で
は
、

以
前
か
ら
交
流
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
感
覚
で
訪

問
で
き
、
温
も
り
の
あ
る
人
の
繋
が
り
を
実
感
し

ま
し
た
。 

 

研
修
会
場
で
は
、
炭
鉱
の
こ
と
に
つ
い
て
学
習

を
終
え
会
場
を
食
堂
に
移
動
し
、
金
静
媛
さ
ん
の

指
導
の
も
と
に
親
子
や
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

チ
ヂ
ミ
を
作
り
ま
し
た
。
韓
国
風
の
冷
た
い
ス
ー

プ
と
チ
ヂ
ミ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
キ
ム
チ
の
こ
と
、

唐
辛
子
な
ど
の
由
来
や
。
伝
来
に
つ
い
て
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。
参
加
者
が
、
一
同
に
会
し
て
食
事

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
会
場
が
和
や
か
な
も
の
に

な
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
韓
国
か
ら
研

究
の
た
め
に
山
口
大
学
へ
来
て
い
る
人
や
、
ベ
ト

ナ
ム
人
留
学
生
な
ど
の
参
加
が
あ
り
、
国
際
色
豊

か
な
交
流
の
ひ
と
時
が
持
て
ま
し
た
。 

                     

 

                           

韓国・朝鮮の文化の説明（チヂミ料理の体験）

宇部日報 2012.8.7 

☆
追
悼
碑
完
成
記
念
式
典 

及
び
追
悼
式 

一
一
時
～ 

西
岐
波
床
波
漁
協
前 

追
悼
碑
建
立
地
に
て 

☆
追
悼
集
会 

一
四
時
～ 

宇
部
市
シ
ル
バ
ー 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
て 

・
遺
族
に
よ
る
証
言 

・
朗
読
劇
な
ど 

☆
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

 

一
八
時
～ 

国
際
ホ
テ
ル
宇
部 

 
中
華
料
理 

桃
花
林 

 

会
費 

 

五
〇
〇
〇
円 

※
お
申
し
込
み
は
事
務
局
ま
で 

２０１３年２月２日(土) 

朗読劇「アボジは海の底」 ～追悼碑完成記念イベント～  
作・広島友好 

原作＝紙芝居「アボジは海の底」 脚本・山口武信 

  【制作】長生炭鉱の「水非常」を歴史に刻む会  

あなたも歴史に残る記念すべき舞台で一緒に朗読劇に出演しませんか？ 

《条件》宇部での毎週の稽古にほぼ参加可能な方  

※お申込み・お問い合わせは事務局まで 
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八
月
九
日
（
木
） 

第
二
八
回
の
山
口
県
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集

会
が
小
郡
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
「
『
朝
鮮

炭
鉱
』
と
呼
ば
れ
た
長
生
炭
鉱
は
今
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
お
話
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
七
〇
年
前

の
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
は
過
去
の
問
題
で
は
な
く
、

今
日
の
政
府
や
行
政
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
有

り
様
が
問
わ
れ
て
い
る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
訴
え

ま
し
た
。 

 

 

八
月
二
一
日
（
火
） 

 

山
口
市
の
市
民
会
館
で
恒
例
の
「
平
和
の
た
め
の

戦
争
展
」
が
行
わ
れ
、
今
年
は
長
生
炭
鉱
関
係
の

パ
ネ
ル
展
示
に
加
え
て
、「
戦
争
と
人
権
」
を
考
え

る
一
例
と
し
て
長
生
炭
鉱
の
〝
水
非
常
〟
を
報
告

す
る
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
の
皆
さ
ん

は
長
生
炭
鉱
の
事
故
を
よ
く
ご
存
じ
で
、
後
の
質

疑
応
答
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
主
催
者
の
方
で

募
金
を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

 

八
月
二
五
日
（
土
） 

大
阪
市
城
東
区
野
江
の
劇
団
未
来
ワ
ー
ク
ス
タ

ジ
オ
の
演
劇
「
お
ぼ
れ
る
夢
の
ウ
ミ
ガ
メ
」（
作
／

広
島
友
好
さ
ん
、
演
出
／
森
本
景
文
さ
ん
）
を
観

に
出
か
け
ま
し
た
。
会
場
は
満
員
で
し
た
。
演
劇

内
容
→
「
と
き
は
、
二
〇
一
一
年
八
月
― 

東
日

本
大
震
災
か
ら
六
ヶ
月
後
。
大
阪
・
京
橋
界
わ
い

に
住
む
、「
男
」
と
妻
の
平
穏
な
家
庭 

―
母
は
高

齢
者
施
設
に
入
っ
て
い
る
。「
男
」
は
、
東
日
本
大

災
害
の
状
況
を
知
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
〝
ウ

ミ
ガ
メ
の
夢
〟
を
み
る
。
そ
れ
は
、
母
か
ら
聞
か

さ
れ
た
〝
六
九
年
前
の
出
来
ご
と
〟
（
―
長
生
炭

鉱
水
没
事
故
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
）
「
男
」
の
同 

第 28 回山口県人権・同和教育研究

集会 社会教育分科会 

2012.8.9 小郡生涯学習センター 

「平和のための戦争展」で長生炭

鉱水没事故を報告 

2012.8.21 山口市民会館 

刻
む
会
・
活
動
日
誌(

前
回
た
よ
り
７
／
５
以
降)

 

 

▽ 

七
月
一
七
日(

火)
 

事
務
局
会
議
及
び
建
立
委
員
会 

▽ 

七
月
三
〇
日(
月)

 

建
立
予
定
地
草
取
り 

▽ 

八
月 

四
日(

土)
 

夏
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

（
８
～
９
頁
参
照
） 

▽ 

八
月 

九
日(

木)
 

第
二
八
回
の
山
口
県
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集

会
に
て
講
演
（
下
段
参
照
） 

▽ 

八
月
一
九
日(

日)
 

 

日
本
基
督
教
団
西
中
国
教
区
「
追
悼
と
、
平
和

を
求
め
る
集
会
」
で
ア
ピ
ー
ル 

▽ 

八
月
二
一
日(

火)
 

平
和
の
た
め
の
戦
争
展 

展
示
及
び
お
話
（
下
段
参
照
） 

▽ 

八
月
二
三
日(

木)
 

事
務
局
会
議
及
び
建
立
委
員
会 

▽ 

八
月
二
五
日(

土)
 

 

演
劇
「
お
ぼ
れ
る
夢
の
ウ
ミ
ガ
メ
」(

大
阪)

で

ア
ピ
ー
ル(

下
段
及
び
次
頁
参
照)

 

▽ 

九
月 

二
日(

日)

・
三
日(

月)
 

 

高
暮
（
こ
う
ぼ
）
ダ
ム
朝
鮮
人
強
制
連
行
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
日
本
基
督
教
団
西
中
国
教
区

部
落
解
放
現
場
研
修
会
）
に
て
ア
ピ
ー
ル(

次
頁

参
照)

 

▽ 

九
月 

五
日(

水)
 

日
本
聖
書
聖
書
神
学
校 

職
員
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
受
け
入
れ 
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僚
、
神
経
内
科
医
師
、
在
日
く
ん
も
〝
夢
の
中
〟

に
現
れ
て
。
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
？
日
本
の
歴

史
は
？
劇
の
な
か
で
一
挙
に
問
い
か
け
て
く
る
」

…
心
に
迫
る
演
劇
で
し
た
。
演
劇
終
了
後
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
そ
の
上
主
催
者
の

方
々
に
募
金
箱
も
作
っ
て
も
ら
い
感
謝
で
し
た
。

募
金
箱
は
大
事
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

九
月
二
日
（
日
）
・
三
日
（
月
） 

広
島
の
神
野
瀬
川
上
流
に
あ
る
「
高
暮
（
こ
う

ぼ
）
ダ
ム
朝
鮮
人
強
制
連
行
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

（
日
本
基
督
教
団
・
西
中
国
教
区
部
落
解
放
現
場

研
修
会
）
に
参
加
し
、
ア
ピ
ー
ル
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
「
高
暮
ダ
ム
強
制
連
行
を
調
査
す
る
会
」

代
表
の
実
国
義
範
さ
ん
は
、
長
生
炭
鉱
水
没
事
故

犠
牲
者
追
悼
式
に
何
度
か
参
加
さ
れ
た
方
で
し
た
。 

 

 

一
〇
月
一
七
日
（
水
） 

大
分
県
竹
田
市
久
住
の
法
華
院
温
泉
で
新
井
英

一
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
、
募
金
パ
ン
フ
を
配
布
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

一
一
月
三
日
（
土
） 

脱
原
発
・
平
和
日
韓
連
帯
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
三
〇
数
名
と
交
流
会
（
西
岐
波
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
）
と
長
生
炭
鉱
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い

ま
し
た
。

 

 
 

西日本演劇フェスティバル 

「おぼれる夢のウミガメ」 

2012.8.25 未来ワークスタジオ 

高暮ダム着工当初、手前左の

一段低い場所に強制連行され

た 朝 鮮 人 の 飯 場 が あ っ た 。

（1940 年） 

11/3 脱原発・平和日韓連帯自転車ツ

アーに参加の皆さんとピーヤの見え

る海岸で 

▽ 

九
月
一
一
日(

火)
 

護
憲
大
会
に
て
ア
ピ
ー
ル 

(

維
新
公
園) 

▽ 
九
月
二
〇
日(

木)
 

事
務
局
会
議
及
び
建
立
委
員
会 

▽
一
〇
月
一
七
日(

水)
 

事
務
局
会
議
及
び
建
立
委
員
会 

▽
一
一
月
三
日(
土)

 
 

脱
原
発
・
日
韓
連
帯
自
転
車
ツ
ア
ー
来
宇 

 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
受
け
入
れ(

下
段
参
照)

 

▽
一
一
月
一
二
日(

月)
 

 

曹
洞
宗
中
国
管
区
人
権
主
事
研
修
会 

 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
受
け
入
れ 

▽
一
一
月
二
二
日(

木)
 

 

部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求
埼
玉
県
実
行
委
員
会 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
受
け
入
れ 

▽
一
一
月
三
〇
日(

金)
 

事
務
局
会
議
及
び
建
立
委
員
会 

「
刻
む
会
た
よ
り
」
発
送
作
業
① 

▽
一
二
月 

四
日
（
火
） 

「
刻
む
会
た
よ
り
」
発
送
作
業
② 
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「長生炭鉱水没事故犠牲者追悼碑建立募金」会計報告 

2012 年 6 月 1 日〜11 月 30 日 

（円） 

収  入 支  出 

科目 期間実績 累計 備考 科目 期間実績 累計 備考 

カンパ 2,864,455 9,300,922  事務費 600 275,595  

物販 10,100 256,700  委員会費 0 7,140  

雑収入 3,835 12,861 銀行利息 土地管理費 798 1,993 草刈燃料代 

コンサート 0 769,037 加藤登紀子 雑支出 8,480 56,020 振替手数料等 

借入金 -1,050,000 3,800,000  建立費 2,250,000 9,889,130 追悼碑半額 

繰入金 0 1,430,000  繰出金 1,430,000 1,444,870 刻む会会計へ 

    税金 56,250 283,735 固定資産税 

        

    小計 3,746,128 11,958,483  

        

    残高 -1,917,738 3,611,037  

合計 1,828,390 15,569,520  合計 1,828,390 15,569,520  

 

（個人） 秋吉隆雄 麻野他郎 飯田 健 石飛 宏 今関カネ子 上里恵子  

 宇佐美節子 江柄勝雄 呉世憲 大岡勝義 岡田淳子 小川 信  

 沖村光子 小田隆弘 川津こずえ 木原千成 木村郁恵 小糸健介  

 小中 進 坂 貞子 佐藤セツ子 佐藤坤子② 杉浦眞理 鈴木忠実  

 須原志保 澄田亀三郎・典枝 高田 穣 田上 中 竹村聡子  

 塚田 勲 戸井雄二 土井桂子 長澤連三郎 中里仁一 新留久味子 

 野村孝子 林ひろみ 林 萬守 林 尚志 福田富美子 福原孝浩  

 藤井和義⑤ 藤井 潔 藤部美世子 藤本明美 真鍋孝幸 三浦 昇  

 宮田幸好 八木加代子 山内小夜子 山口武信 山田健一 鑓光洋子  

 横山 潤 脇本 寿 

 

（団体） 日朝協会山口県支部 姫路労音 日本基督教団防府教会 日本基督教団門司大里教会② 

 日本基督教団宇部緑橋教会と在日大韓基督教会宇部教会合同礼拝 宇部緑橋教会有志 

 平和のための戦争展有志 西日本演劇フェスティバル有志  

 西中国教区部落解放現場研修会参加者有志 新日本婦人の会岩国支部  

 曹洞宗中国管区人権主事研修会 脱原発・平和日韓連帯自転車ツアー  

 部落解放同盟埼玉県連有志 

 

その他匿名など 17 件。合計 91 件。 

（名前の後の数字は回数） 

 

以上、感謝をもってご報告します。 


